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第３回

第
五
十
九
回
通
常
組
合
会
開
催
》

全
国
板
金
業
国
保
組
合
は
三
月

十
一
日
「
第
五
十
九
回
通
常
組
合

会
」
を
東
京
・
芝
の
郵
便
貯
金
会

館
メ
ル
パ
ル
ク
に
於
い
て
開
催
し

た
。
当
日
は
小
雨
の
中
を
全
国
県

板
よ
り
、
組
△
尽
二
議
員
四
十
五
名
、

理
事
・
監
事
二
十
名
が
出
席
し
た
。

午
前
十
一
時
、
開
会
の
辞
に
続
き

臼
井
全
板
国
保
会
長
は
平
素
の
協

力
を
謝
し
「
こ
の
先
、
小
子
・
高

齢
化
の
進
展
を
考
え
国
保
組
合
員

の
増
強
に
力
を
入
れ
た
い
」

大
杉
国
保
理
事
長
は
「
平
成
十

二
年
度
か
ら
始
ま
る
介
謹
保
険
に

よ
り
、
国
保
組
合
運
営
に
も
難
し

い
影
響
が
出
て
く
る
」
と
挨
拶
の

後
議
長
と
議
事
録
署
名
人
を
選
出

し
て
議
事
に
入
る
。
関
根
専
務
よ

り
「
平
成
十
年
度
事
業
の
中
間
報

告
に
付
い
て
」
（
下
記
参
照
）
次

い
で
前
砂
事
務
局
長
が
平
成
十
年

四
月
か
ら
平
成
十
一
年
一
月
ま
で

の
実
施
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
。
こ
れ
に
よ
る
と
本
年
度
の
医

療
費
用
額
は
低
い
傾
向
で
推
移
し

長
期
的
に
療
養
さ
れ
て
い
る
方
々

が
、
多
い
た
め
若
干
の
支
出
増
と

な
っ
て
い
る
と
の
事
、
昨
今
の
異

常
気
象
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
大
流
行
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の

影
響
が
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る

と
の
報
告
で
あ
っ
た
。

尚
、
現
在
は
健
康
保
険
証
の
更

新
事
務
も
終
了
し
、
各
組
合
員
に

配
布
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す

が
、
扶
養
家
族
に
移
動
が
生
じ
た

場
合
に
は
速
や
か
に
、
期
限
は
必

日
以
内
に
届
出
す
る
事
と
な
っ
て

い
る
事
は
周
知
の
通
り
、
更
に
保

険
料
の
修
正
の
問
題
も
生
じ
る
可

能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
／
・

健
康
保
険
制
度
は
数
種
類
と
な

く
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
全
板
連

一
、
概
況

平
成
加
年
度
は
、
前
年
度
に
お

い
て
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
た

「
法
人
事
業
所
等
の
健
保
適
用
除

外
手
続
き
」
が
一
段
落
し
て
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
引
き

続
き
「
適
用
の
適
正
牝
」
の
た
め

の
指
導
は
厳
し
く
、
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
や
む
を

得
ず
当
組
合
を
脱
退
し
他
の
保
険

者
へ
異
動
し
た
組
合
員
も
引
き
続

き
あ
り
、
岨
月
末
現
在
で
組
合
貝
・

家
族
合
わ
せ
て
一
、
○
二
四
人
の

減
少
（
前
年
度
末
比
）
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
、

こ
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

り
、
４
万
２
千
人
台
を
ほ
智
維
持

し
て
い
る
。

ま
た
、
長
引
く
不
況
に
よ
る
税

収
不
足
は
、
国
及
び
都
の
財
政
を

圧
迫
し
、
補
助
金
の
将
来
に
と
っ

て
も
大
き
な
不
安
材
料
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
当
組
合
が
、
法

改
正
に
伴
い
変
更
し
た
平
成
９
年

９
月
か
ら
の
組
合
員
給
付
率
８
割

の
実
施
は
、
本
年
度
に
入
っ
て
も

医
療
費
の
増
加
を
抑
制
し
て
い
る

と
思
わ
れ
、
組
合
財
政
に
好
結
果

を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。

一
般
被
保
険
者
の
一
人
当
た
り

月
平
均
療
養
給
付
費
は
、
ｎ
月
現

て
い
る
が
、
一
件
七
二
五
万
円
の

様
な
高
額
医
療
費
が
増
え
つ
つ
あ

り
医
療
費
総
額
に
敏
感
に
は
ね
返

る
。
ま
た
老
人
医
療
費
は
年
々
増

加
し
て
お
り
変
動
が
激
し
い
。
平

成
十
年
度
の
決
算
見
込
み
額
は

◎
収
入
合
計
八
二
億
八
千
万
円

◎
支
出
合
計
七
七
億
一
千
万
円

◎
差
引
残
高
五
億
七
千
万
円

中
間
報
告
で
あ
る
が
来
期
の
保
険

料
は
据
え
置
か
れ
る
見
通
し
。

続
い
て
「
平
成
十
一
年
度
事
業

計
画
」
「
平
成
十
一
年
度
収
入
支

出
予
算
な
ら
び
に
予
算
に
直
接
関

連
し
て
議
決
を
求
め
る
事
項
」
に

つ
い
て
上
程
さ
れ
、
事
務
局
よ
り

詳
細
の
説
明
、
質
疑
応
答
の
後
、

満
場
賛
同
し
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
年
四
月

よ
り
「
健
康
診
断
助
成
金
」
一
万

五
千
円
に
増
額
さ
れ
る
。
事
務
局

よ
り
「
医
療
保
険
制
度
の
抜
本
改

革
と
介
護
保
険
制
度
」
の
説
明
の

後
閉
会
と
な
っ
た
。
（
詳
し
く
は

板
金
新
聞
五
○
二
号
を
参
照
）
⑧
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加
入
の
組
合
員
の
方
々
は
可
る
べ

く
、
全
板
国
保
へ
の
利
用
を
お
勧

め
致
し
た
く
、
各
支
部
長
へ
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
が
、
新
年

度
に
於
い
て
は
今
苔
員
増
強
に
鑑
み
、

詳
細
な
点
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
事
務
局
保
険
担
当
者
へ
／

さ
て
、
全
板
国
保
補
助
事
業
に

関
す
る
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
自
ら

の
健
康
増
進
に
関
す
る
案

一
、
健
康
に
関
す
る
講
演
会

正
確
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
自

ら
健
康
づ
く
り
案

一
、
健
康
診
断
に
関
す
る
案
で
、

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

健
康
保
持
に
つ
い
て

思
い
浮
べ
る
に
過
去
に
於
い
て
、

数
回
実
施
し
た
体
験
は
記
憶
に
蘇

る
が
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
、
今

回
は
再
挑
戦
す
べ
き
と
の
委
員
会

で
の
採
決
を
得
た
。
し
か
し
単
独

で
は
実
行
出
来
ず
、
総
務
委
員
会

の
審
議
に
委
ね
る
事
と
な
り
結
論

待
ち
と
な
っ
た
。

更
に
、
健
康
診
断
の
助
成
金
に

つ
い
て
は
新
年
度
よ
り
増
額
さ
れ

る
事
と
な
っ
た
。

本
人
（
現
行
）

三
、
つ
Ｓ
～
三
、
ｇ
つ
と
な
る

配
偶
者
（
現
行
）

未
、
垂
宕
～
七
、
五
ｓ
と
な
る

健
康
管
理
は
充
分
な
管
理
を
配

慮
を
施
し
、
事
業
の
繁
栄
に
寄
与

さ
れ
る
事
を
祈
願
し
委
員
会
の
報

告
と
致
し
ま
す
。

沼
津

去
る
３
月
３
日
Ｐ
Ｍ
３
時
よ
り
、

全
国
板
金
業
健
保
組
合
の
理
事
を

兼
務
さ
れ
て
い
る
斉
藤
副
理
事
長

並
、
吉
田
専
務
の
同
席
を
頂
き
開

催
と
な
っ
た
。

議
題
と
し
て

一
、
全
板
国
保
理
事
会
報
告

一
、
全
板
国
保
補
助
事
業
の
推
進

に
つ
い
て

一
、
其
の
他

先
づ
全
板
国
保
の
従
来
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
順
調
な
経
緯
を

推
移
す
る
も
、
先
の
適
用
除
外
申

請
も
終
了
し
、
今
現
在
は
新
規
加

入
者
を
募
っ
て
い
る
現
状
、
一
方

で
は
収
支
に
於
い
て
も
負
相
率
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
老
人
健
保
財
政
は

平
成
相
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
川
年
１
月
訓
日
ま
で

エ
ン
ザ
大
流
行
の
影
響
が
ど
の
程

度
に
な
る
か
懸
念
材
料
も
あ
る
。

老
人
医
療
賀
は
、
前
年
度
の
実

績
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本

年
度
は
ｎ
月
現
在
一
人
当
た
り
額

七
二
、
一
九
三
円
（
費
用
額
）
、
対

前
年
比
一
・
四
五
％
増
程
度
と
な
っ

て
い
る
が
、
老
人
医
療
費
は
変
動

が
激
し
く
予
断
を
許
さ
な
い
。

以
上
、
平
成
ｎ
年
度
は
、
将
来

の
制
度
改
革
を
に
ら
ん
で
の
不
安

材
料
の
多
い
年
度
で
あ
っ
た
が
、

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
無
事
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

在
の
実
績
で
一
二
、
一
六
九
円

（
費
用
額
）
、
対
前
年
費
△
三
・
二

四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

保
険
者
負
担
学
で
も
八
、
九
○
三

円
、
対
前
年
費
△
六
・
九
五
％
と

い
う
結
果
と
な
り
、
被
保
険
者
数

の
減
と
相
ま
っ
て
、
給
付
総
額
は

予
定
を
下
回
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
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伝
講
演
中
の
山
田
英
嘩
氏

春
暖
の
季
節
、
桜
の
善
の
開
花

季
節
を
告
げ
る
日
々
の
変
化
、
知

多
支
部
は
去
る
３
月
型
日
佃
恒
例

に
な
ら
っ
て
定
例
総
会
、
今
回
は

役
員
改
選
と
あ
っ
て
、
小
雨
日
和

り
懸
念
さ
れ
て
い
た
出
足
も
順
調
、

大
勢
の
出
席
者
で
賑
わ
っ
た
。

総
会
に
当
た
っ
て
村
上
県
板
理

事
長
の
ご
出
席
を
頂
き
、
地
元
出

身
で
衆
議
院
議
員
で
あ
る
久
野
統

一
郎
先
生
を
筆
頭
に
、
商
社
並
び

に
問
屋
様
の
方
々
の
ご
出
席
も
頂

き
、
総
会
に
相
応
し
い
光
景
で
あ
っ

た
。
総
会
に
先
立
ち
、
蟹
江
利
夫

支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、
２
年
間

の
活
動
を
通
じ
て
体
験
談
を
述
べ

ら
れ
議
事
に
入
っ
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
は
１
号
～
６

号
議
案
ま
で
あ
り
、
す
べ
て
慎
重

な
る
審
議
の
も
と
可
決
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
審
議
の
中
で
役
員
改
選
も

含
ま
れ
、
選
考
委
員
に
よ
る
選
出

が
な
さ
れ
、
選
考
委
員
長
か
ら
の

発
表
、
組
合
員
に
諮
っ
た
と
こ
ろ

蝋
謹
蕊
馴
健
闘
曇

傍
月
東
巌
新
知
多
支
部
長

記
念
品
と
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

総
会
も
式
次
第
が
す
べ
て
消
化
、

幕
を
閉
じ
、
会
場
を
移
し
日
頃
の

協
力
に
謝
す
る
た
め
、
懇
親
会
を

商
社
・
問
屋
を
混
え
て
開
宴
、
時

折
間
を
縫
っ
て
新
商
品
の
Ｐ
Ｒ
並

び
に
説
明
も
頂
い
た
。
懇
親
も
年

一
回
と
あ
っ
て
、
時
世
の
厳
し
さ

の
中
に
も
、
微
笑
み
も
浮
び
満
喫

し
た
組
合
員
、
新
役
員
の
誕
生
に

よ
り
一
致
団
結
し
て
支
え
る
事
を

誓
い
、
旧
役
員
の
業
績
を
湛
え
深

く
感
謝
し
、
ご
苦
労
様
と
申
上
げ

た
い
。
沼
津

：

霧

告
を
支
部
長
の
外
山
氏
、
会
計
報

告
を
望
月
氏
、
監
査
報
告
を
神
谷

氏
が
報
告
し
承
認
さ
れ
た
。
つ
づ

い
て
事
業
計
画
案
を
外
山
氏
、
技

能
士
会
報
告
を
花
井
氏
、
青
年
部

報
告
を
望
月
氏
が
報
告
し
た
。
役

員
改
選
に
入
り
、
外
山
氏
が
、
万

場
一
致
で
再
任
さ
れ
、
他
の
役
員

は
外
山
氏
に
一
任
さ
れ
た
。
総
会

の
あ
と
の
懇
親
会
は
、
盛
大
に
お

こ
な
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
も
全
員
で

楽
し
ん
で
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

岩
室
鐘

驚
還
碓
勘
漁
か
酵
藤
職
ば
く
●
瀞
静
説
沸
殿
電
簿
俄
呼
離
誤
魚
求
呼
等
股
愈
番
曹
鮮
苓
皐
毎
喪
罰
〈
器
訂
窃
用
堂
・
甜
側
群
驚
繍

と
な
っ
た
。

尚
、
出
席
は
組
合
員
銘
名
の
う

ち
、
出
席
団
名
、
委
任
状
Ⅳ
名
で
、

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

岡
崎
中
西

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新
役
員

の
誕
生
と
な
っ
た
。

新
役
員
の
紹
介
（
７
名
）

↑
支
部
長
月
東
巌
氏

副
支
部
長
勝
崎
安
夫
氏

理
事
小
嶋
度
氏

宮
地
洋
一
氏

ノ

″
松
本
富
夫
氏

〃

下
郷
充
俊
氏

″
竹
内
喜
則
氏

順
不
同

躍
動
の
別
世
紀
、
皿
世
紀
へ
の

橋
渡
し
役
を
担
う
最
後
の
人
事
、

実
り
あ
る
活
動
と
繁
栄
を
希
望
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

来
賓
と
し
て
村
上
理
事
長
の
挨

拶
、
今
真
に
激
動
の
社
会
、
中
央

と
の
連
携
を
保
ち
、
業
界
・
県
板

が
如
何
に
協
調
性
を
生
か
し
、
共

に
望
の
画
ご
聾
の
己
で
歩
み
、
技

術
の
錬
磨
に
精
力
を
傾
斜
し
、
信

頼
の
お
け
る
組
合
員
と
し
て
活
躍

を
望
む
と
の
談
。
其
の
他
に
久
野

先
生
、
積
水
化
学
㈱
所
長
、
㈱
山

善
社
長
な
ど
か
ら
心
温
ま
る
お
祝

辞
を
頂
き
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、

協
賛
頂
い
た
商
社
・
問
屋
９
社
の

方
々
に
も
心
か
ら
お
礼
を
申
上
げ

ま
す
。会
も
順
調
に
進
行
す
る
中
で
、

献
血
活
動
も
永
遠
と
継
続
す
る
中

で
、
今
回
は
加
回
の
提
供
を
達
成

さ
れ
た
半
田
地
区
の
榊
原
弘
氏
に 一知多支部一

の
状
況
を
話
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て

県
板
吉
田
専
務
理
事
、
西
三
板
金

組
合
会
長
毛
利
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

休
憩
を
挟
み
、
岡
板
恒
例
の
講
演

で
は
岡
崎
信
用
金
庫
常
務
理
事
の

山
田
英
唖
氏
に
よ
る
、
「
日
本

経
済
と
我
が
建
築
板
金
」
と
題

し
て
、
日
頃
経
済
の
話
な
ど
は

な
か
な
か
拝
聴
出
来
な
い
私
達

に
、
〃
ど
う
し
て
経
済
は
冷
え

こ
ん
だ
の
か
？
こ
れ
か
ら
の

経
済
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
？
〃
に
つ
い
て
、
解
り
易
く

説
明
さ
れ
、
非
常
に
有
意
義
な

時
間
が
持
て
ま
し
た
。

総
会
、
講
演
と
無
事
終
了
し
、
》

懇
親
会
で
は
、
日
頃
話
し
合
う
》

機
会
の
な
い
、
組
合
員
の
方
々
一

と
意
見
を
交
し
、
有
意
義
な
雑
》

談
の
中
、
午
後
８
時
半
、
閉
会

灘

愛

灘溌蕊
刈
谷
支
部
総
会
は
平
成
ｎ
年
２

月
妬
日
刈
谷
新
岬
で
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
肥
名
、
来
賓
２
名
、
青
年

部
１
名
で
あ
っ
た
。
ま
ず
始
め
に

伊
藤
氏
の
司
会
で
始
ま
り
、
次
に

岩
室
の
開
会
の
辞
。
支
部
長
外
山

氏
の
挨
拶
の
中
で
、
今
年
も
た
い

へ
ん
き
び
し
い
年
な
の
で
、
垣
張
っ

て
ほ
し
い
。
ｎ
年
度
は
、
本
当
に

懇親会風景

却弓塁

鷺
憩

Ｊ
；
…

平
成
ｕ
年
２
月
肥
日
、
レ
ク
・

ワ
ー
ル
ド
岡
崎
に
お
い
て
、
平
成

ｎ
年
度
岡
崎
板
金
工
業
組
合
通
常

総
会
が
行
わ
れ
た
。

定
刻
の
午
後
２
時
、
梅
林
副
幹

事
長
の
司
会
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。

組
合
長
高
柳
氏
の
挨
拶
で
は
、
二

年
間
の
反
省
と
、
組
合
に
対
し
て

幾
つ
か
の
案
が
あ
る
事
、
組
合
員

の
横
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
増
幅
す
る
事
が
何
よ
り

も
大
切
な
目
的
で
あ
る
と
話
さ
れ

た
。
議
案
審
議
で
は
、
本
年
は
役
員

改
選
の
年
で
も
あ
っ
た
が
、
顧
問

の
清
水
功
氏
、
相
談
役
の
安
形
光

征
氏
の
勇
退
、
他
は
再
選
と
い
う

形
で
選
出
さ
れ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
県
板
村
上
理

事
長
が
全
板
連
の
中
の
愛
知
県
板

欝鍵

い
刷
溶
皮
部
総
桧
漁
雑
灘

蕊
鐙
蕊
鱈
鞠
韓
簿
熱
認
識
揮
蕊
蕊
蕊
窪
蕊
鋪
識
鋪
鶏
溌
溌
驚
瀦
擦
謬
錨
鎚
蕊
露
窓
蕊

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

賓
の
村
上
県
板
理
事
長
は
今
年
の

全
板
大
会
は
近
い
所
で
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。
西
三
板
金
連
合
会

長
毛
利
氏
、
ま
た
、
㈱
太
田
商
事

長
坂
氏
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
長
に
橋
本
氏
が
選
出
さ
れ
議

事
に
入
っ
た
。
Ⅷ
年
度
の
事
業
報
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し
代
表
取
締
役
社
長

吉
川
博
氏

波
ト
タ
ン
と
言
え
ば
吉
川
商
会

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
古
く
か
ら
波
付

け
を
行
っ
て
い
た
。
今
回
は
浪
板

主
流
の
吉
川
商
会
を
紹
介
す
る
。

昭
和
四
年
初
代
吉
川
勝
次
郎
氏

が
名
古
屋
市
中
川
区
で
ト
タ
ン
板

の
販
売
を
始
め
た
。
昭
和
十
五
年

に
は
西
区
江
川
通
り
の
工
場
に
波

付
機
を
設
置
、
ト
タ
ン
板
の
波
付

け
を
主
流
に
愛
知
県
下
の
同
業
者

や
板
金
店
に
販
売
を
し
て
い
た
。

戦
後
、
中
川
区
八
幡
町
尾
頭
橋

の
通
称
め
が
ね
橋
に
吉
川
商
会
を

移
し
、
波
付
け
の
吉
川
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
四

年
に
は
中
川
区
の
店
は
兄
、
忠
義

氏
に
譲
り
二
代
目
、
吉
川
光
弘
氏

が
西
区
菊
井
町
に
戻
り
株
式
会
社

吉
川
商
会
を
設
立
。

今
年
五
十
周
年
を
迎
え
た
。

昭
和
四
十
五
年
に
西
区
あ
し
原

鱗

陵
大
会
参
加
者

｝
器
０
》
い
け
》
咽
》
・
瞬
“
鍔
恥
》
ロ
》
狐
喝
》
必
》
Ｄ
》
、
》
一
一
画
奉
り
一
亘
巽
鍔
踊
ｗ
伽
》
．
‐
蝿
》
‐
齢
．
》
ｐ
偲
羊
》
ｑ
岬
袖
吋
辞
。
》
や
宙
’
鵠
“
ハ
ャ
》
巳
》
一
千
画
希
》
４
》
”
》
弗
鵡
錨
哩
》
０
ｈ
番
“
》
．
辞
》
Ｌ
一

蝿
。
■
》
▽
函
６
■

▼
新
問
屋
シ
リ
蔵
ｌ
ズ
▲

垂
鰯
蕊
灘
謹
織
蕊
蕊

第
二
十
五
回
株
式
会
社
吉
川
商
会

嬢畠鍵

や
‐
尚
・
・
‐
ｈ
‐
ｌ
ふ
ぐ
眠
紗
い
Ｉ
酢

営 本会創創創商をと巡果善つ卜で様の吉共代成町
西業城井社昭社川業業株紹以語環にい店’すのは川に表六に
区倉二郡所和設二に地者業式号介下らｰな事とはとお偏社本取年本
あ庫丁西在二立女iｉ会すにれをつをし板語陰に長社締十社

蟻 轄討議、窯鰯識黙

書面蕊鯛i1ilI患Mf雷議識溌

小
雨
模
様
で
し
た
が
、
そ
の
雰
囲

気
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
、

競
技
開
始
の
合
図
と
と
も
に
選
手

全
員
が
熱
い
闘
志
を
燃
や
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

付
き
添
い
者
も
寒
い
中
、
廊
下
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
に
静
か
な
声

援
を
送
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
結
果
は
四
月
上
旬

に
は
決
定
し
、
平
成
十
一
年
五
月

の
全
国
建
築
板
金
業
者
岐
阜
大
会

に
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。
安
城
岩
崎

し
本
社
社
屋

鱗

第
二
十
一
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

！

代
表
取
締
役
会
長
吉
川
光
弘

大
正
五
年
一
月
二
日
生

代
表
取
締
役
社
長
吉
川
博

昭
和
二
十
年
一
月
二
十
七
日
生

資
本
金
一
千
万
円

従
業
員
男
子
十
五
名

女
子
三
名

合
計
十
八
名

専
属
運
送
店
ト
ラ
ッ
ク
ニ
台

営
業
品
目
亜
鉛
鉄
板
、
ス
テ
ン

レ
ス
材
、
ア
ル
ミ
建
材
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
雨
樋
、
屋
根
・
壁
材

等
板
金
材
料
全
般
。

営
業
範
囲
名
古
屋
市
内
及
び
尾

張
地
区
全
般

親
睦
会
吉
川
板
金
工
業
会
で
勉

強
会
、
旅
行
、
総
会
、
吉
川
ブ

ロ
ン
ズ
会
で
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

等
を
二
ヶ
月
か
三
ヶ
月
に
お
客

様
を
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。
以
上

き．塵‘

豊
田
板
金
工
業
組
合
（
西
俣

章
組
合
長
）
は
去
る
２
月
即
日
⑯

豊
田
市
元
町
の
美
烏
里
ボ
ー
ル
に

於
い
て
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
Ⅳ
事

業
所
・
“
人
で
し
た
。
ゲ
ー
ム
は

午
後
７
時
に
ス
タ
ー
ト
し
２
ゲ
ー

ム
の
ト
ー
タ
ル
ピ
ン
で
順
位
を
争

い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
場

が
結
果
は
ホ
タ
ル
で
し
た
。
組
合

企
画
委
員
会
（
河
合
澄
夫
委
員

長
・
鈴
木
昭
人
氏
・
杉
本
忍
氏
）

の
設
営
、
健
闘
に
よ
り
多
数
の
組

合
員
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

横
山
興
業
㈱
（
問
屋
）
様
も
た
く

さ
ん
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
賞
品
も
盛
り
沢
山
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
全
員
が
楽
し
ま
れ

た
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

豊
田
松
井

灘雪雲Ｉ

…
藍
庄
一
塞
一
準
一
淀
涯
一
壱
一
一
隻
一
一
隻
一
一
琴
一
一
雲
一
涯
琴
涯
瀧
韮

全
日
本
板
金
工
業
組
合
連
合
会
、

社
団
法
人
日
本
建
築
板
金
協
会
青

年
部
主
催
第
二
十
一
回
全
国
建

築
板
金
競
技
大
会
が
平
成
十
一
年

二
月
十
七
日
・
十
八
日
の
両
日
、

鳥
取
県
若
葉
台
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
鳥
取
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
技

能
競
技
の
部
に
は
二
十
六
組
合
三

十
九
名
が
参
加
、
建
築
技
術
の
部

に
は
九
組
合
十
二
名
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
競
い
合
い
ま

し
た
。初
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
開
会

式
で
は
建
設
省
建
設
経
済
局
建
設

振
興
課
業
務
係
長
工
藤
氏
、
鳥

取
市
市
長
西
尾
氏
、
鳥
取
県
商

工
労
働
部
次
長
中
田
氏
が
選
手

へ
の
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た

後
、
参
加
者
全
員
で
の
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
全
板
連

青
年
部
役
員
の
指
導
の
も
と
、
競

所
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
移

し
て
表
彰
式
を
行
い
、
男
性
の
部

１
位
、
宮
田
鈴
市
氏
（
宮
田
板
金

工
作
所
）
、
女
性
の
部
１
位
、
福

田
英
子
氏
（
福
田
板
金
工
作
所
）
、

子
供
の
部
１
位
、
河
合
浩
介
君

（
河
合
板
金
）
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
私
も
、
ひ
さ
し
ぶ
り

に
投
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

１
１

ｆ
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圃
畠
画
一
園

金
属
は
白
金
や
金
を
除
い
て
酸

化
物
や
硫
化
物
な
ど
と
し
て
存
在

し
、
熱
や
電
気
を
使
っ
て
精
錬
す

る
。
金
属
が
酸
化
す
る
時
、
発
熱

し
、
あ
る
い
は
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
生
じ
る
。
自
然
界
で
は
酸
化
物

や
硫
化
物
の
方
が
安
定
し
た
形
で

あ
る
。
金
属
が
錆
び
る
と
、
水
や

空
気
を
遮
断
し
内
部
を
守
る
状
態

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
被
膜

の
状
態
を
不
働
態
と
い
う
。
強
い

酸
な
ど
に
触
れ
る
と
こ
の
不
働
態

が
、
破
壊
さ
れ
る
事
が
あ
る
。
赤

錆
は
不
働
態
の
黒
錆
と
違
い
、
組

織
が
荒
く
水
や
空
気
を
通
す
の
で

内
部
に
錆
が
進
行
す
る
。
ス
テ
ン

レ
ス
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
と
言
う
鋼

で
、
ス
テ
イ
ン
は
錆
び
る
、
汚
れ

る
と
言
う
意
味
で
レ
ス
が
否
定
の

灘
鱈
霧
鍵
侭
罰

３
月
Ⅳ
日
、
木
曽
川
町
の
東
小

路
公
民
館
に
お
い
て
、
一
宮
板
金

組
合
の
保
証
制
度
適
用
の
店
の
内

有
志
肥
事
業
所
で
２
回
目
の
会
合

を
開
い
て
、
一
宮
建
築
板
金
「
保

証
制
度
グ
ル
ー
プ
」
を
発
足
し
た
。

目
的
は
、

一
、
責
任
施
工
の
礁
蛭
に
あ
た
り
、

保
証
書
の
発
行
と
そ
の
内
容
を

研
究
す
る
。

一
、
保
証
書
の
発
行
を
武
器
に
グ

ル
ー
プ
の
各
事
業
所
の
発
展
を

は
か
る
。

一
、
グ
ル
ー
プ
連
盟
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
地
域
の
建
設
業

熟
議
シ
影
翼
鯵
鋳

宮
保
証
制
度
率
形
唯
ゴ
』
錦
溌
促
一

今
年
は
四
年
目
毎
に
行
わ
れ
る

統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
る
。

地
方
行
政
の
舵
取
り
役
か
ら
県

議
会
、
市
議
会
の
セ
ン
セ
イ
ま
で

四
月
は
選
挙
一
色
に
な
り
そ
う
だ
。

町
中
が
桜
花
一
色
な
ら
大
歓
迎
で

あ
る
が
、
選
挙
一
色
で
は
う
る
さ

く
て
堪
ら
な
い
。
地
方
選
は
日
常

生
活
に
密
着
し
た
大
事
な
選
挙
で

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る

の
だ
が
、
私
は
こ
の
地
方
選
が
大

嫌
い
で
あ
る
。
特
に
身
近
か
の
市

議
選
は
頭
に
来
る
。
出
来
る
事
な

ら
こ
の
期
間
は
選
挙
の
な
い
所
に

住
み
た
い
と
思
う
。
三
月
に
入
り

出
馬
予
定
者
陣
営
の
動
き
が
目
立
っ

て
来
た
。
紅
白
の
一
目
で
分
か
る

け
ば
け
ば
し
い
選
挙
事
務
所
を
設

け
公
示
前
か
ら
、
議
会
報
告
会
だ

の
×
×
を
囲
む
会
だ
の
、
名
前
看

板
を
張
り
回
し
宣
伝
車
で
の
事
前

運
動
を
公
然
と
や
ら
か
す
。

後
援
会
組
織
で
や
る
な
ら
ま
だ

し
も
、
区
推
薦
で
無
差
別
に
動
員

を
か
け
る
な
ど
最
低
で
あ
る
。
出

来
も
し
な
い
選
挙
公
約
を
並
べ
立

て
こ
の
時
だ
け
や
た
ら
と
愛
想
を

振
り
ま
く
出
世
欲
ば
か
り
の
人
間

が
多
す
ぎ
る
。
義
理
人
情
に
左
右

さ
れ
ず
に
、
自
分
達
の
代
表
と
し

て
真
剣
に
取
り
組
む
人
を
よ
く
見

極
め
て
権
利
の
一
票
を
投
じ
た
い
。

三
月
二
十
六
日
㈲
曇

三
三
七
号
編
集
会
議

委
員
十
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

支
部
四
役
会

支
部
青
年
部
総
会

新
旧
役
員
会
旧
名

青
年
部
総
会
氾
名

第
２
回
役
員
会
Ⅳ
名

し
お
食
事
処
「
樹
梨
」

意
味
。
私
達
が
普
段
使
用
す
る
肥
Ｉ

８
ス
テ
ン
レ
ス
は
肥
％
が
ク
ロ
ー

ム
、
８
％
が
ニ
ッ
ケ
ル
、
残
り
の

汎
％
が
鉄
で
、
し
ば
ら
く
す
る
と

表
面
に
鉄
と
ク
ロ
ー
ム
の
酸
化
物

罵
○
恩
○
一
が
で
き
こ
れ
が
不
働

態
な
る
。
ニ
ッ
ケ
ル
を
混
ぜ
る
事

で
こ
の
不
働
態
を
速
や
か
に
生
じ

さ
せ
、
ま
た
不
働
態
を
破
壊
か
ら

守
る
。
よ
く
分
か
ら
な
い
が
錆
に

関
係
あ
る
電
気
の
生
じ
る
の
を
お

さ
え
る
様
だ
。
鉄
に
は
炭
素
が
大

き
な
要
素
だ
が
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

を
焼
く
と
ク
ロ
ー
ム
は
炭
素
と
結

合
し
、
結
合
し
た
ク
ロ
ー
ム
は
防

錆
能
力
が
な
く
な
る
。
鉄
の
部
分

が
む
き
出
し
と
な
り
赤
錆
が
生
じ

る
。

西
尾
大
橋

界
や
、
公
共
事
業
等
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

一
、
こ
の
行
動
が
刺
激
と
な
っ
て

保
証
制
度
適
用
の
店
が
増
え
る

こ
と
を
望
む
。

こ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
出

資
金
３
万
円
、
月
５
千
円
の
会
費

を
申
し
合
わ
せ
た
。

こ
の
会
の
発
足
に
当
た
っ
て
は

愛
板
の
技
術
委
員
で
あ
る
渡
辺
和

弘
氏
が
中
心
に
な
り
、
発
案
と
ご

苦
労
の
末
、
今
日
を
迎
え
た
。

代
表
と
な
っ
た
渡
辺
和
弘
氏
は

機
会
が
あ
れ
ば
新
聞
広
告
も
出
し

た
い
と
希
望
を
話
し
た
。
佐
藤

と
、
そ
の
時
ど
き
の
山
菜
を

た
、
小
鉢
物
や
漬
物
を
添
え

た
「
そ
ば
定
食
」
が
味
も
よ

く
、
実
に
値
打
ち
な
の
が
い

い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
山
菜
の
て
ん

ぷ
ら
も
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に

い
い
で
す
。
昨
年
、
「
グ
ラ

フ
日
本
」
の
取
材
で
（
森
山

周
一
郎
）
氏
が
来
店
し
女
将

さ
ん
と
の
対
談
と
店
の
紹
介

が
記
載
さ
れ
た
。
又
秋
に
は

東
海
テ
レ
ビ
の
「
Ｐ
Ｓ
あ
い

竃
斡
０
．
。
』
．
。
‐
‐
叩
・
目
・
叫
掻
封

唖
発
足
｝
》

ザ
も
唱
邑
ｑ
“
・
ロ
■
０
口

支
部
総
会
帥
名

定
例
会
別
名

青
年
部
定
例
会

新
旧
役
員
引
継
会

新
旧
三
役
引
継
会

青
年
部
総
会

第
帥
回
総
会
打
合
せ

そ
ろ
そ
ろ
、
新
緑
の
鮮
や
か
に

な
る
時
節
、
中
仙
道
「
馬
篭
・
妻

篭
」
へ
行
か
れ
た
時
に
は
是
非
、

寄
っ
て
ほ
し
い
店
を
紹
介
し
ま
す
。

木
曽
馬
篭
宿
の
町
並
み
を
通
り

過
ぎ
妻
篭
に
向
か
う
旧
中
仙
道
ぞ

い
の
馬
篭
峠
に
あ
る
「
峠
の
茶
屋
」

ふ
う
の
食
事
処
『
樹
梨
』
が
有
り

ま
す
。
目
標
は
水
車
小
屋
を
左
に

見
て
す
ぐ
の
所
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
店
は
女
将
（
大
脇
満
佐
江
）

さ
ん
と
息
子
さ
ん
の
お
嫁
さ
ん
と

オ
ー
ナ
ー
で
公
務
員
の
ご
主
人
も

時
々
、
手
伝
っ
て
一
緒
に
や
っ
て

い
る
家
庭
的
な
店
で
す
。
な
ん
と

名
古
屋
板
金
連
合
会

釦
日
支
部
長
会

昭
和
支
部

８
日
支
部
例
会

役
員
改
選
過
名

熱
田
南
支
部

別
日
定
例
会

西
支
部
妬
日
支
部
総
会
９
名

中
支
部
週
日
支
部
総
会
咽
名

緑
支
部
羽
日
支
部
例
会

健
康
保
険
更
新

尾
張
板
金
連
合
会

辿
日
総
会

支
部
総
会

愛

東知西刈
２８宮２９２７２５１９１０４三２１多９４尾１５.谷２７１８
日支日日日日日日支日支日日支日支日日
部 部部部部

３
月
各
支
部
の
動
き

一
木
曽
路

言
っ
て
も
看
板
は
、
気
さ
く
な
女

将
さ
ん
の
手
作
り
の
「
栗
お
こ
わ
」

と
、
そ
の
時
ど
き
の
山
菜
を
使
っ

し
て
る
」
に
も
紹
介
さ
れ
た
。
温

泉
好
き
な
私
（
夫
婦
）
と
い
た
し

ま
し
て
は
木
曽
路
方
面
の
温
泉
に

行
っ
た
時
に
は
必
ず
『
樹
梨
』
へ

寄
っ
て
、
そ
ば
定
食
を
食
べ
て
き

ま
す
。
（
熱
田
・
南
）
伊
藤

蕊雛識

小
牧
ロ
イ
ャ
ル
ホ

テ
ル

瀬
戸
支
部

週
日
定
例
会
合
ｎ
名

新
役
員
選
出

記
日
支
部
総
会

津
島
支
部

５
日
定
例
会

江
南
支
部

旧
日
支
部
役
員
会
５
名

西
三
板
金
連
合
会

ｎ
日
幹
部
役
員
会
加
名

岡
崎
支
部

妬
日
新
旧
役
自
具
引
継
会

碧
南
支
部

型
日
青
年
部
総
会
岨
名

記
日
支
部
役
員
引
継
会

豊
田
支
部

過
日
第
ｎ
回
役
員
班
長
会


